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デジタルマルチメーターを用いた

手づくりコンデンサーの電気容量の測定

伊藤 新一郎

最近のデジタルマルチメーターは，電圧，電流，抵抗の他，周波数，温度，電気容量など多くの

物理量が測定でき，しかも値段も手頃なものが出回っている。このデジタルマルチメーターを使っ

て，アルミニウムはくと本で作った手づくりコンデンサーの電気容量を測定する実験について検討

したので，報告する。
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はじめに

コンデンサーの極板間面積や極板間距離と電

気容量の関係は基本的な内容であるが，手軽に

できる適当な実験がなく，理論的な取扱いが主

となっている。

最近のデジタルマルチメーターは，測定でき

る物理量が多い多機能なものが手頃な値段で出

回っている。このデジタルマルチメーターを用

いてアルミニウムはくと本で作った手作りコン

デンサーの電気容量を測定したり，極板間には

さんだ物質の比誘電率を求める実験※１）を検討

した。

１ 準備

アルミニウムはく，厚めの本，カッター，ク

リップ付導線，デジタルマルチメーター，マイ

クロメーター，ラップフィルム，ゼムクリップ

２ 実験方法

(1) コンデンサーづくり

アルミニウムはくを本にはさむことのできる

適当な大きさの四角形になるようにカッターで

切る。同様の作業を行い，同じ形のものを２枚

用意する。

厚めの本の中ほどのページを開き，用意した

１枚のアルミニウムはくを置く。次に，数ペー

ジの紙をアルミニウ

ムはくの上に載せ，

もう１枚のアルミニ

ウムはくを先に置い

たアルミニウムはく

の上に重なるように

置き，静かに本を閉

じて，本の紙の間に

極板となる２枚のア

ルミニウムはくがは

さまれたものをつく

る。これが平行板コ

ンデンサーとなる。

このとき，後でクリップ付導線をアルミニウ

ムはくに接続できるように，一方のアルミニウ

ムはくの端を本の下側から，もう一方のアルミ

ニウムはくの端を本の横側から少しはみ出すよ

うにするとよい。

また，アルミニウムはくを切るときは，定規

を当て，カッターの刃を浅めの角度にして静か

に切るとよい。刃は数回切ると切れ味が落ちる

ので，２回ほど切ったら刃を折って常に新しい

刃で切るようにすると確実である。

(2) 測定方法

デジタルマルチメーターの電気容量測定端子

図 クリップ付導線

の接続方法
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はコンデンサーのリード線を差し込むようにな

っているので，図のように，測定端子にゼムク

リップを差し込み，クリップ付導線を接続する。

クリップ付導線の他端を，本にはさんだアル

ミニウムはく（コンデンサーの極板）の端に接

続し，デジタルマルチメーターでアルミニウム

はく間の電気容量を測定する。

(3) 極板間距離，極板面積と電気容量の関係

本を上から押さえて，アルミニウムはく間の

距離（極板間距離）を変え，電気容量がどのよ

うに変化するか調べる。

または，アルミニウムはくの間にはさむ紙の

枚数を変えて，極板間距離と電気容量の関係を

調べる。このとき，アルミニウムはくや間には

さまれた紙どうしが密着するように，本の上に

乗るなどして充分な圧力をかけるようにする。

同様にして，２枚のアルミニウムはくの重な

っている面積（極板面積）を変化させて，電気

容量がどのように変化するか調べる。

(4) 比誘電率の測定

(3)の実験で，電気容量を測定した後，間に

はさんだ紙の厚さをマイクロメーターで測り，

紙の誘電率を求める。

アルミニウムはくの間にはさむものをラップ

フィルムなどに換えて，同様の実験を行い，間

にはさまれた物質の比誘電率を求めることもで

きる。

３ 実験結果

極板に 18cm × 18cm のアルミニウムはくを

用いて行った実験の結果を以下に示す。なお，

測定には MASTECH のデジタルマルチメータ

ー MY-64 を用いた。

(1) 極板間距離と電気容量の関係

極板間距離と電気容量の関係を表１に示す。

電気容量は極板間距離にほぼ反比例しているこ

とが分かる。

(2) 極板面積と電気容量の関係

極板面積と電気容量の関係を表２に示す。電

気容量は極板面積にほぼ比例していることが分

かる。

(3) 比誘電率の測定

実験に用いた

本の紙１枚の厚

さ は ， 0.05mm

であったので，

極板間にはさま

れた紙の比誘電

率 を 求 め る と

2.99 となった。

ク ラ フ ト 紙 の

比 誘 電 率 は

2.9 ※２），ボール

紙の比誘電率は

3.2 ※２）であるの

で，この測定で

得られた値は妥

当なものである

と考える。

おわりに

アルミニウムはくを本の間にはさんで電気容

量をデジタルマルチメーターで測定するという

簡単な方法で，極板間距離と電気容量の関係，

極板面積と電気容量の関係を実験的に示すこと

ができた。

また，この実験は色々な物質を極板間に入れ

て比誘電率を測定するなど，探究活動として行

うことも可能である。

実験器具もデジタルマルチメーターが手頃な

値段となってきていることから，学校でのコン

デンサーの実験教材として適当なものであると

考える。
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表１ 極板間距離と電気

容量の関係

紙の枚数 電気容量

[枚] [nF]

1 17.17

2 8.79

3 5.95

4 4.34

極板の重なり
電気容量

[nF]

18cm ×８ cm 8.62

18cm × 18cm 17.17

表２ 極板面積と電気容

量の関係
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